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軟弱野菜に寄生するハモグリバエ類の種類とその季節的変化

二井清友*・康瀬敏晴*・山下賢一*・田中 尚智*

要約

兵庫県南東部(神戸市i明石市，加古郡稲美町)において軟弱野菜を加害するハモグリパエ鎮の種類

及びそれらに寄生している天敵類について調査した.

l 軟弱野菜に寄生するハモグリーパエ類はマメハモグリパエ (Liriomyzatrifolii) ，ナスハモグリパエ

(L.bryoniae) ，ヨメナスジ、ハモグリパエ (L.asterivora) ，ナモグリパエ (Chromatomyiahorticola )の

4積が認められた.

2 ハモグリパエ類の寄生は春期にはナモグリパエ (C.horticola) ，夏期~秋期にはマメハモグリパエ

(ム肘folii)が多くなった.

3 ハモグリパエ類の寄生虫象として，コマユパチ科の Dacnusanipponica， Opius sp.，ヒメコパチ科の

Hemiptarsenus varicomis， Pediobius . sp.， Diglyphus isaea ，コガネコパチ科の Trichoma1opsisoryzaeの6種

が認められた.

Seasonal Changes of Leaf-miner F1ies and the Parasitoid Complex on Some 

Herbaceous Vegetables in the South側 eastDistrict of Hyogo Prefecture 

Kiyotomo FUTAI， Toshiharu HIROSE， KerトichiY AMASHIT A and Hisanori T ANAKA 

Summary 

Seasonal changes of leaf司 minerflies and the parasitoid complex on some herbaceous vegetables were examined 

in the south-east district of Hyogo prefecture. 

(1) Adults of four species of leaf-miner flies， Liriomyza肘folii，L.bryoniae， L.asterivora， Chromatomyia 

horticola，巴mergedfrom the colIected leaves of vegetables. 

(2) C.horticola was predominant in the spring， while L.trifolii was predominant in the summer and autumn. 

(3) The parasitoid complex was composed of 6 species D.且cnusanipponica， Opius sp. (Braconidae)， 

Hemiptarsenus varicomis， Pediobius sp.， Diglyphus isaea (Eulophidae)， Trichomalopsiso乃Izae

(Pteromalidae). 

キーワード:軟弱野菜，ハモグリパヱ類，寄生蜂，季節的変化

緒 雷

ハモグリパエ類 (Agromyzidae)は日本から約 140種，

そのうち Liriomyza属に含まれるものは24種が知られて

いる 2へLiriomyza属に含まれるマメハモグリパエ(L.tri輔

folii )は海外からの侵入害虫で，日本では 1990年に静開

県で初めて発生が確認された 4.10) その後急速に分布を拡

大し， 1993年には兵康県でも発生が確認され，以来県南

東部のアブラナ科軟弱野菜やトマトを中心に寄生し，被

害を与える重要害虫となっている.本種は各種殺虫剤に

対して薬剤抵抗性をもっ系統が外関から侵入してきてお

り4.5) 有効な薬剤が少ないことなどから，その肪i徐は困

難を究めている.

著者らは， 1泊99部5年から寄主作物ごとにハモグリパエ類

の発生及び

ハモグリパエ以夕夕外h宇4のハモグリパエ類が寄生，加害してい

ることを確認した.そこで， 1997年に軟弱野菜及びトマ

トに寄生するハモグリパエ類の幼虫及び踊を採集し，種

類を同定するとともに，ハモグリパエ類から出現する寄
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生蜂についても調査したので報告する.

本文に入るに先立ち，ハモグリパエ類の調査及び採集

にご協力いただいた神戸農業改良普及センターの商口真
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材料及び方法

ハモグリパエ類の採集は 1997年4月から 10月までほ

ぼ月 l間，軟弱野菜及びトマト栽培地帯の神戸市西区，

明石市，加古郡稲美町の 104ほ場で行い，ハモグリパエ

類の幼虫及び踊が棄の中に見える被害葉を採集した.稲

美町では 1998年 2月にも採集を行った.探集した被害

葉をプラスチックシャーレ(高さ 1cm，車径9cm)内に

入れ，棄が枯れないように適宜水分を補給し，成虫を羽

化させた.成虫の種類の判別は実体顕微鏡下で外部形態

を観察して行い，外部形態が酷f似以する一部の種類では解

部して雄の生殖器の形態を観察することにより判別し

た加臼ω)¥.羽化に至らなかつたものでも幼虫の形態及びi溝替

孔習性カか、らできる摂り種鎖を判B別gした7.9)

錦育中のハモグリパエ類の幼虫及ぴ踊から羽化した寄

生蜂についても，外部形態から種名の判別を小西j)に準

じて行った.また，飼育途中で死亡する僧体が多く，そ

の多くは天敵類の寄生によるものと考えられたが，解剖

等で天敵類の寄生を権認することはせずに，一括して途

中死亡個体として扱った.

調査数は 1ほ場から 10~ 20業のサンプル採集を毘様

としたが，調査場所，時期や作物の寄生状況に差異が大

きく調査数は一定しなかった.

結 巣

1 ハモグリパエ類の種類と季節的消長

神戸市では7カ月捕にのべ 53ほ場から 619偲体のハモ

グリパエ類幼虫を採集し，種名を判別した.調査作物は

コマツナ，チンゲンサイ，キクナ，ナニワナの軟弱野菜，

及びトマト，ミニトマトであったJその結果， Liriomy-

za属のマメハモグリパエ(L.trifolii) ，ナスハモグリ

パエ(L.bryoniae)， Chromatomyia属のナモグリパエ

( C.horticola )の 3種が認められ，全調査侶体数に対す

る割合はそれぞれ68.3%，1.3%， 7.6%とマメハモグリパ

エが優市種となった(表2).

季節的変化をみると調査期聞を通してマメハモグリパ

エが加害し，とくに夏~秋期 (8~ 10月)の発生が多かっ

た(閤 1).ナスハモグリパエは夏期 (8~ 9月)に加害

が若干見られ(図 2)，ナモグリパエは春期 (4~ 6月)

に集中して加害が見られた(図 3).

調査作物の中で採集個体数が最も多かったコマツナで

はマメハモグリパエの発生が非常に多く(顕 4)，ナスハ

モグリパエは藍期 (7r--9月)に，ナ_-=Eグリパエは春期

表 1 軟弱野菜類におけるハモグリパエ類と寄生蜂類の発生の季節的変化

調査月 4 5 6 7 8 9 10 2 計(%)日

調査個体数' 240 160 102 62 153 296 193 30 1，236 

ハモグリパヱ類
マメハモグリパェ 39 47 23 44 95 217 143 18 626 (50. 6) 
ナスハモグリパニE 12 11 5 7 l 12 48 ( 3.9) 
ヨメナスジハモグジパエ、 18 18 ( 1. 4) 
ナモグリパエ 122 49 14 3 188 (15.2) 

寄金主主類
Dacnusa nipponica 45 20 65 ( 5. 3) 
Opius sp. 8 15 24 ( 1. 9) 
Hemiptarsenus varicornis 12 2 15 ( 1. 2) 

Pediobius sp. 1 ( O. 1) 
Diglyphus isaea 2 4 6 ( 0.5) 

Trichomalopsis oryzae 1 1 ( O. 1) 

不明(米間定) 4 11 17 32 ( 2.6) 

途中死亡個体 14 10 47 18 51 45 27 212 (17.2) 

*採集・飼育館体数を示す
**調査個体数に対する比率を示す
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表 2 神戸市におけるハモグ日バエ類ど寄生蜂類の発生状況

調査月 4 5 6 7 8 9 10 計(%)“

調査個体数事 83 61 37 57 129 169 83 619 

ハモグジパエ類

マメハモグジバエ 35 34 19 44 93 122 76 423 (68. 3) 

ナスハモグリパエ 7 8 ( 1. 3) 

ナモグリパエ 30 11 6 47 ( 7.6) 

苦手生蜂類

Dacnusa nipponica 13 8 21 ( 3. 4) 

Opius sp. 2 2 ( O. 3) 

Hemiptarsenus varicornis 12 12 ( 1. 9) 

Diglyphus isaea 4 4 ( 0.6) 

ー不明 4 4 6 14 ( 2. 3) 

途中死亡偲体 5 2 8 13 29 24 7 88 (14.2) 

*採集・飼育館体数~示す

**調査個体数iこ対する比率を示す

表 3 明石市におけるハモグ臼パエ類と寄生蜂類の発生状況

務室月 4 5 6 7 8 9 10 計(%)叫

調査個体数ホ 57 52 33 2 16 74 50 284 

ハモグリパエ類

マメハモグリバエ 9 2 52 20 83 (29.2) 

ナスハモグリパエ 2 3(1.1) 

ヨメナスジハモグリパヱ 18 18 ( 6. 3) 

ナモグリパエ 23 27 8 58 (20.4) 

寄生蜂類

Dacnusa nipponica 24 8 32 (11.3) 

Hemiptarsenus varicornis 2 2 ( 0.7) 

Pediobius sp. 1 ( O. 4) 

Diglyphus isaea 2 2 ( O. 7) 

Trichomalopsis oryzae 1 ( 0.4) 

不明 7 11 18 ( 6. 3) 

途中死亡個体 9 2 18 2 14 11 10 66 (23.2) 

*採集・飯苦手個体数を示す

**調査個体数に対する比率を示す

表4 稲美町におけるハモグリバエ類と寄生生年類の発生状況

調査月 4 5 6 7 8 9 10 2 計(%)川

調査個体数・ 100 47 32 3 8 53 60 30 333 

ハモグジパエ類

マメハモグジパエ 4 4 4 43 47 18 120 (36. 0) 

ナスハモグリパエ 11 9 5 12 37 (11. 1) 

ナモグリパエ 69 11 3 83 (24. 9) 

寄金銭類

Dacnusa nipponica B 4 12 ( 3. 6) 

Opius sp. 8 13 22 ( 6.6) 

Hemiptarsenus varicornis 1 ( 0.3) 

途中死亡個体 6 21 3 8 10 10 58 (17.4) 

*採集・飼育僧体数を示す

**調査個体数に対する比率を示す
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間3 ナモグリパエの地域別季節的変化

(4 ~ 5月)に若干認められた程度であった(図 5，6). 

明石市では7カ月間に 25ほ場から 284僧体のハモグリ

パエ類幼虫を採集し，種類の判別を行った.調査作物は

サントウサイ，ナニワナ，シロナ，コマツナ，オオサカ

シロナ，チンゲンサイ，キクナ，ホウレンソウ等の軟弱

野菜であった.その結果，マメハモグリパエ，ナスハモ

グリパエ，ヨメナスジ、ハモグ 1)パエ(L.asterivora ) ，ナモ

グリパエの 4種が認められ，全調査個体数に対する割合

はそれぞれ29.2%，1.1%， 6.3%，20.4%であり，比較的

ナモグリパエの寄生が多かった(表 3). 

季節的変化をみると春期 (4--'6月)にはナモグリパ

エの加害が多く認められたが(図 3)，夏期 (6--.， 8月)

。
4Fl 5Fl 6Fl 7Fl 8月 9Fl 10Fl 

調査時期

国6 コマツナにおけるナモグリパエの地域別季節的変化

には全般にハモグリパエ類の加害は少なく，秋期 (9~ 

10月)にはマメハモグリパエが優占種となった(隈1).

コマツナではマメハモグリパエの加害が少なく， 8 ~ 10 

月に若干認められた程度であった(図 4).またナスハモ

グリパエは認められず(図的，ナモグリパエは 6月に若

干確認した程度であうた(閤 6). 

このように神戸市に比べると調査個体数の違いはある

が，全般にハモグリパエ類の加害は少なかった.その中

でもマメハモグリパエの加害は 1/6以下で，秋期に集中

しており，ナモグリパエは春期に多く認められた.

稲美町では7カ丹潤に 26ほ場から 333個体のハモグリ

パエ類幼虫を採集し，種類を判到した.調査作物はコマ



42 二井清友・贋i瀬敏晴・山下賢一・田中尚智:軟弱野菜に寄生するハモグリパエ類の種鎖とその季節的変化

ツナ，オオサカシロナ，チンゲンサイ，サントウサイ，

キクナ，セロリ，カラシナ等の軟弱野菜とトマトであっ

た.その結果，マメハモグリパエ，ナスハモグリパエ，ナ

モグリパエの 3種が認められ，金調査個体数に対する割

合はそれぞれ 56.0%，11.1 %， 24.9%であり，明石市と

開様に比較的ナモグ1)パょにの寄生が多かった(表4).

季節的変化をみると春期 (4~ 5丹)にはナモグ1)パエ

の加害が多く(留 3)，4 ~ 6 fiにはナスハモグリパエ

(国 2)の加害が多く認められた.夏期 (6~ 8月)に

は明石市と伺様，全般にハモグリパエ類の加害数は少な

し秋期 (9~ 10月)にはマメハモグリパエが優占穣と

なった(密1).

コマツナではマメハモグ 1)パエが秋期 (9~ 10月)に

集中し(関心，ナモグリパエは春期 (4~ 5月)に多く，

ナスハモグリパエは 4月に若子認められた(関 6).

3地域を比較すると，神戸市では調査期間中マメハモグ

リパエの加害が多いが，明石市，稲美町では 9~ 10月

の秋期に集中していた(図1).ナスハモグリパエは神戸

市では 8~9fì ，明石市，稲美町では 4~6 月の加害で，

比較的発生が少なかった(隈 2).ナモグリパエについて

は 3 地域とも 4~6fì に加害が集中し(盟 3) ，明石市，

稲美町では 20%をこえる寄生割合を示した(表3，4). 

2 寄生蜂の種類

神戸市西震における寄生蜂は，コマユパチ科の Dacnusa

nipponica， Opius sp.， ヒ メ コ パ チ 科 の Hemiptarsenus

varicomis， DigJyphus isaeaの4穂が認められ，その寄生率

はそれぞれ， 3.4%， 0.3%， 1.9%， 0.6%であり， 2穂の

未開定穂が認められた.春期(4~ 5月)には D刈pponica

の寄生が多く，夏期 (7~ 8 fi)には寄生蜂の羽化が認

められなかったが，9月には H.varicomis.， D必aeaの寄生

が認められた(表2).

明石市における寄生蜂は D.nipponica，H. varicomis， 

Pediobius sp.， D必aea，コガネコノfチ科の TrichomaJopsis

oryzaeの5種が認められ，その寄生率は 11.3%，0.7%， 

0.3%， 0.3%， 0.7%であり，それ以外に 2援の未開定種

がめられた.春期 (4~ 5月)には D.nipponicaの寄生が

多く，夏期 (7~ 8月)は寄生蜂が認められなかった

が， 9月には H.varicomis等の寄生を確認した(表3). 

稲美町における寄生蜂は D.nipponica，Opius sp吋

H. varicomisの3種が認められ，その寄生率は 3.6%，

6.6%， 0.3%であった.春期 (4~ 6月)には D.n伊'jJon-

icaとOpiussp.の寄生が多く，夏期以降は寄生蜂の羽化

は認められなかった(表4).

今回の調査で 6種確認した寄生蜂のうち，約 50%が

D.nipponica で，春期の 4~5fì に集中して確認された.

Opius sp.は春期 (4~ 6月)発生型であり， H. varicomis 

は秋期 (9~ 10月)発生型であった(表1).

考察

1 ハモグリパエ類の種類と季節的消長

農作物を加害するハモグリパエ類はその種類が多いに

もかかわらず，穣類ごとの生態については調査が不十分

である 3ω.4.5附.6.幻.7へ7
する以前は，ハモグリパエ類による農作物の被害があま

り認められなかったからと考えられる. しかし，今聞の

調査ではマメハモグリパエの飽に，ナモグリパエ，ナス

ハモグリパエ等による軟弱野菜の被害が多いことが明ら

かになった.今後はマメハモグリパエのみならず各種ハ

モグリパエ類の発生状況を把握する必要がある.

ナモグリパエは時として大発生し，被害を及ぼすこと

はあったが，今まではさほど問題になることもなかった.

ところが近年，春期のダイコンやレタスに対する加害が

多くなっており，また今屈の調査でも春期に軟弱野菜に

多くの加害が見られることから，今後開題となる害虫と

考えられる.このことから各種作物におけるナモグリパ

エの発生生態の解明と天敵類の発生状況を調査するとと

もに本種の増加要因の解明も必要と思われる.

3つの地域を総合して季節的変化を見ると，選手期にナ

モグリパエの発生が多く，夏期には全体にハモグ1)パエ

類の発生が少なくなり，秋期にはマメハモグリパエが多

くなる傾向が明らかになった(表 1).この2穣はそれぞ

れ生態が異なるため加その防除対策もそれぞれに応じ

た方法が必要であると考えられている.春期に発生量の

多いナモグリパエに対しては，本種の踊化場所は葉内で

あるため，被害残i査をほ場外へ処分することで密度を低

下させる防除法がある.一方，夏~秋期に発生の多いマ

メハモグリパエは，鋪化場所が土中であるため，収穫後

の土壌表面マルチ等を行うことにより羽化及びf;j;j化後の

行動を臨止し，密度を低下させることが可能である.

このように，現状ではハモグリパエ類に対し登録農薬

が少ないことから，耕種的，物理的な紡除法の活用が得

策と考えられる.

2寄生蜂の種類

現悲報告されているマメハモグリパエの寄生蜂は 28

種類I)あり，静岡県で 1992年から 1995年に採集された

等生蜂の種鎖は 16種別である.また，和歌出県では 1994

年~ 1995年の調査では 10種類が確認されている(未発

表).それらに比べると，今国の調査では6種類(米間

定穂2種を除く)が確認できたが，この地域での寄生蜂

の種類はやや少ないと考えられる.
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今関の調査では鰐育途中の死亡個体を解剖しでも死亡原

因を解明することはしなかったが，寄生蜂による死亡の

可能性もあるため，今後は死亡偲体の死亡原田の解明調

査も必要と思われる.

一般にハモグリパエ類は天敵類が多く，特に寄生蜂類

によって響度は抑制されているため 11) これまでは農作

物に対する被害事例は少なかったと考えられている.今

回の調査で，寄生虫李の寄生率は全体で 11.6%と低く，大

きな密度抑制要因にはなっていないと考えられる.これ

は薬剤散布関数が多くなり，寄生蜂の寄生家に悪影響を

及ぼしているためと考えられる 6)

最近，マメハモグリパエに対する寄生虫象の農薬登録が

行われており，ハモグリパエ類防除のため，寄生虫象を有

効利用するには，より詳しい天敵相の調査が必要である.
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